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監
査
@
教
禅
問
轟
轟
が
躍
佳
さ
れ

盛観捜

監
査
紙
背
負
の
滋
後
{
間
間
態
W

可
決
)

七
例
月
一
一
十
回
M
H
開
銀
総
了
に
よ

号
次
の
ガ
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
，

端
科
孫
子
市
本
町
一
一
一
丁
白
八
終

十
二
品
。染

品

汁

}

北

大
正
二
年
十
同
月
二
十
五
詩
集

輸
相
榔
時
議
蹴
間
会
委
員
の
遜
依
{
肉

慾
符
淡
)

九
月
三
十
器
絞
棚
網
淡
?
に
よ

り
次
の
方
が
一
再
H

は
き
れ
糾
ま

L
た。

我
孫
子
市
削
獄
後
二
九
ん
ぶ

火

水

位

臨

開
明
治
闘
十
一
年
コ
一
月
十
一
認

老
人
附
闘
機
嫌
の
支
給
仁
醐
捕
す
る

条
例
mw
…
鮒
州
政
蕊

ん
八
十
川
島
歳
以
上
七
十
歳
未
品
開

的
方
で
身
体
上
ま
た
は
続
伸
iz

内
山
際
世
曹
が
あ
っ
て
、
日
常
食
泌

を
営
む
的
に
交
際
の
あ
る
‘
い

わ
ゆ
る
ね
た
き
号
混
入
線
的
方

に
つ
き
‘
十
月
…
日
か
ら

a
G

負
銭
円
際
療
糊
腕
骨
世
間
が
魚
棺
躍
し
、

無
料
に
す
る
も
の
で
す
。

修
学
繁
金
貸
付
義
金
の
段
霞
お

よ
び
後
援
に
関
す
る
条
例
の
-

醐柳時嶋蕊
世
間
禁
生
・
大
学
生
を
対
象
に

静
岡
付
け
て
い
ま
す
修
学
資
金
に

つ
い
て
、
い
ま
ま
で
は
滋
際
総

の
た
め
‘
下
出
惜
お
よ
び
舎
一
獲
制
別

に
よ
る
入
山
附
な
ど
に
よ
号
、
本

+
閉
め
然
災
総
本
合
絞
に
記
録
さ

れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
修
学 主主弁iEfを

ゑ
止
な
れ
な
か
っ
た
が
今
後
こ

の
学
ゑ
に
も
資
金
者
貸
付
で
き

る
よ
う
批
判
闘
を
拡
大
し
ま
し
た
る

心
鋭
部
脇
陣
幾
泥
就
学
指
講
師
判
定
幾

融
開
会
粂
期
間
の
一
部
改
正

我
孫
子
第
心
身
脇
陣
森
山
路
紙
撤

d

指
導
削
判
定
最
前
開
民
会
的
総
蕊
な
滋

営

を

期

す

た

め

、

一

間
同
開
成
年
傘
印
紙
醐
購
入
基
金
条
例

の
…
総
数
一
品

せ樹金
4

一
お
い
力
問
を
も
っ
て
図

炭
鉱
・
金
印
紙
購
入
内
選
期
を
関

っ
て
ま
い
号
ま
し
た
が
、
同
闘
陣
均

年
金
保
険
創
刊
の
改
訂
刷
、
人
口
急

織
に
よ
る
知
加
入
者
再
婚
郊
に
よ

り
、
そ
的
混
用
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
後
一

4
棄
を
五
百
万
閉
門
に
酬
明
州
制
す
る
も

め
で
す
。

浴
時
間
委
員
会
象
期
聞
の
一
個
師
散
説

暗
唱
行
条
例
は
、
続
初
公
十
年

に
消
防
閉
山
内
発
隅
械
を
関
口
約
と
し

て
紛
従
事
れ
た
も
の
で
す
が
、

索
機
消
防
が
設
置
さ
れ
て
い
る

後
夜
弓
開
門
滑
な
運
営
を
殴
る
た

め
条
文
を
整
備
す
る
も
の
で
す
移

水
滋
察
後
給
水
条
例
の
…
郎
改

正
水
道
を
創
刊
潟
し
て
い
る
み
な

杢
iyι
品
川
し
て
、
メ
i
タ
i
再

検
針
&
料
品
滅
的
後
紙
片
同
毎
汚
行

合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
(
一
畿
に

つ
い
て
は
関
月
検
針
お
よ
び
後

削
棋
を
爽
絡
〉
給
水
世
帯
的
検
知
胤

に
よ
り
、
間
捕
月
絵
針
、
臨
附
月
路
間

者
人
嬬
祉
セ
ン
タ
ー

建

設

ほ

か

い
ま
す
。

懇
切
め
挙
務
円
滑
化
を
図
。

持
防
災
基
本
台
幌
町
保
管
臨
時
を
関

山
騒
な
…
十
万
符
で
臨
時
入
し
ま
す
⑬

間
四
史
年
金
的
自
印
紙
醐
購
入
閣
加

の
た
め
に
基
金
へ
ぷ
夜

unm門臨時

山山
l
ま
す

6

ま
た
、
乳
幼
児
緩
療
臨
慨
を
扶

齢
制
す
る
た
め
、
三
百
二
十
万
閉
門

ほ
ど
予
終
計
上
し
ま
し
た
。

議
時
間
糊
関
係
は
、
雑
草
刈
殺
の

祭
統
制
践
に
八
百
八
十
万
附
門
ほ

r

計
上
し
、
火
災
、
時
間
犯
に
力
九
対

を
綴
し
て
ま
い
り
ま
寸
。

競
入
問
頭
で
は
、
品
前
年
度
総

越
金
一
同
憾
“
小
側
関
桜
U
H
m
円
、
県

支
出
命
令
千
七
百
三
十
力
的
問
、

議
後
一
本
中
関
百
万
円
、
市
判
明
間
関

手
間
関
議
万
附
門
な
ど
を
充
て
て
お

号
、
柏
村
に
前
年
度
繰
越
金
は
鎖

社
総
糾
棋
の
護
繍
噛
慨
に
光
滋
し
、

立
派
な
施
設
の
完
成
じ
総
力
し

て
お
り
ま
す
e

土
地
区
爾
藤
滋
総
数
余
計
醐
棉
震

予
算
{
線
一
惨
〉

拙
隅
氏
側
酬
は
一
千
二
十
八
万
丹

市
引
淡
納
期
で
予
算
総
額
は
八
億
総

大::1<~最氏

総
会
計
繍
正
予
算
{
第
一
島
市
)

篠
宮
正
柑
酬
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
三
億
六
千
豆
百
凶
十
八
万

六
千
絞
め
追
加
と
な
ワ
、
予
材
持

総
額
は
三
す
一
一
一
後
九
千
。
b
m門
余

と
な

n，
ま
し
た
。

践
出
に
お
け
る
よ
液
な
も
の
は
、

老
人
編
祇
授
に
二
摺
γ

晶
子
二
否

M
m
m
は
ど
針
上
L
、
老
人
一
穏
栓

投
ン
タ

i
関
係
卒
業
費
に
充
て
、

殺
λ
綴
訟
の
向
上
を
め
ざ
し
て

務
二
容
を
滋
め
て
い
ま
す
砂

線
用
開
奪
還
は
夜
十
也
‘
務
々
と

工
事
を
進
め
て
お
守
ま
す
が
、

こ
の
隙
融
市
ザ
ム
挙
縄
問
に
一
一
一
期
十
七

万
向
ほ

r巡
加
し
‘
出
品
帯
熱
恒
抽
弘
祉

の
充
淡
を
附
闘
っ
て
い
ま
す
。

土
木
機
関
係
は
、
都
市
計
一
鐙

鞠
践
で
叉
渓
合
都
市
下
水
路
工
事

に
五
千
三
苔
万
同
投
入
し
、
山
山

水
臨
時
的
淡
水
枕
問
機
と
潔
域
紛
銭

円
前
鷺
俸
を
時
間
っ
て
い
ま
す
。

街
路
事
業
は
、
一
一
、
三
、
一

号
線
用
池
田
周
殺
後
に
六
千
三
百

万
防
ム
剤
、
際
関
仙
融
緩
泰
裁
に
は

総
出
似
合
を
一
千
万
円
余
檎
貼
附
し

て
ぶ
緩
め
早
期
完
成
を
期
し
て

収
に
液
凝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

き
ら
に
い
ま
ま
で
の
定
額
舗
を

な
く
し
て
針
盤
餓
に
一
元
作
品
L

水
滋
の
裁
務
を
円
滑
に
習
場
晶
画
し

て
ま
い
り
ま
す
。

像
的
ら
た
に
生
じ
た
ホ
地
の
線
総

本
古
山
の
区
域
内
に
附
開
時
関
手
鞠
H

沼
干
拓
時
韓
日
僻
叫
争
議
内
総
糸
、
新

た
に
一
一
液
中
ハ
L
Z

間
関
万
六
千
百
十

九
平
方
メ
ー
ト
ル
的
之
助
地
が
生

じ
た
の
で
線
認
す
る
も
の
で
す
号

本
務
総
漁
師
間
約
の
鯵
持
層

京
人
送
金
土
地
区
一
幽
終
湿
講
堂
端

耕
期
間
綿
織
(
そ
町
一
一
〕
況
官
静
六
万

六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て

契
約
金
額
五
千
約
一
白
一
H
m門
で
博

正
建
設
株
式
会
伎
と
ぷ
一
事
務
負

契
約
を
務
総
す
る
も
の
で
す
e

報
酬
・
給
与
蜘
聞
の
改
定

役
会
情
務
的
変
動
に
持
い
、

中
市
繍
概
念
総
開
問
・
市
長
・
品
別
役
・

絞
入
役
お
よ
び
教
育
長
並
ぴ
ば

務
然
動
的
特
別
臨
時
民
間
総
隊
、

絡
事
拓
聞
を
改
定
し
ま
し
た
。

十
六
万
関
手
間
門
と
な
り
ま

L
た。

統
制
的
余
な
も
わ
は
、
平
八
日
主

治
念
総
隊
関
酎
需
環
事
業
に
お
け

る
務
川
附
州
湖
国
間
工
事
的
立
木
悼
間
後

二
百
万
円
、
我
孫
子
駅
南
臼
念

総
何
除
額
務
理
事
業
の
準
務
時
間
後

二
十
同
国
日
H
m円
、
回
帆
沈
門
M

ゃん仙川柑協

調
問
整
理
事
業
内
総
世
削
除
同
議
総

4

一

課
設
蜜
に
よ
る
総
務
八
十
万
円
、

中
綿
土
地
阪
総
絞
殺
卒
業
的
設

計
袋
総
料
一
一
艇
二
十
万
開
門
な
ど

を
針
ム
し
ま
し
た
也

W

切
れ
ら
に
充
当
し
た
財
閥
時
は
、

…
品
概
念
渋
か
ら
の
繰
入
金
主
的
関

ぶ
授
の
繰
越
金
で
す
。

上
水
滋
樹
暢
描
幌
会
齢
制
輔
欄
液
晶
r
鱗

(

箆
一
号
)

水
道
部
抑
制
作
絞
お
よ
び
戦
闘
H

増
加
に
よ
晶
泌
総
鞠
闘
が
議
亙
丹

念
な
も
の
そ
す
。

砂
依
然
資
問
削
せ
一
一
否
七
ト
万
閉
門

を
洛
似
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

鴎
戦
終
織
に
よ
る
給
与
、
賞
品
蹴
に

樹
ん
て
る
も
の
で
綜
擦
は
‘
後
総

工
事
奴
義
的
畿
水
工
務
派
総
余

を
見
込
で
い
ま
す
。

移
転
に
よ
る
偽
紛
問
、
援
部
制
を

ど
の
激
僚
級
糊
聞
は
一
一
否
ふ
ん
十

M

m
門
M
M
Y
柄
小
、
叫
削
減
は
、
過
年
度
抑

制
国
向
精
出
献
金
を
充
当
し
ま
し
た
。
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北
補
地
盟
問
開
発
計
画

地
権
者
の
金
蝿
約
な
協
力
が
待
ら
れ
る

作
仙
滋
陥
地
町
比
百
本
電
気
我
時
開
マ
ナ

ザ
ム
蛾
哨
地
地
山
叫
に
伴
、
フ
用
地
内
取
得

議
枕
怖
は
、
会
社
憾
の
当
初
京
極

的
を
か
ば
じ
没
し
て
お
り
ま
す

が
‘
燥
地
的
作
品
持
及
び
収
機
織

等
に
入
っ
て
い
た
こ

k
か
ら
滋

れ
が
生
乞
つ
つ
品
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
H

け
に
入
っ
て
か

ら
、
地
権
者
司
会
頭
柏
町
な
協
力

が
繰
ら
れ
、
植
村
に
下
ヶ
戸
山
崎
夜
一

に
お
い
て
は
、
品
嶋
一
苅
・
渡
辺
田
町
議

会
議
開
践
的
支
持
ち
得
て
、
初
期

的
呂
田
捕
に
山
内
っ
て
総
務
が
m
円滑

に
絞
け
ら
れ
て
取
り
ま
す
。

一
大
宝
台
駅
に
快
速
議
事
を
停
め
よ
う

国
鉄
と
総
力
を
あ
げ
て
交
渉

常
帥
暗
線
我
孫
子
・
数
学
問
後

々
線
化
に
惨
な
う
叉
叩
士
会
釈
山
間

開
聞
に
つ
い
て
は
‘
我
孫
子
市
的

総
力
を
あ
げ
て
国
鉄
と
交
ゆ
を

続
け
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
各

層
か
ら
力
強
い
泌
カ
も
得
て
お

リ
、
希
望
を
も
っ
て
努
力
い
た

し
て
お
ワ
ま
す
。

納
税
相
故
車
に
よ
る
溜
回
相
談

財
源
的
乏
し
い
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
加
問
と
市
中
し
ま
し
で

も
市
絞
め
昨
時
保
に
つ
と
め
、
川
明

火
的
一
日
泌
を
た
ど
っ
て
い
る
財

政
償
問
機
に
対
処

L
て
い
く
必
要

が
る
守
ま
す
勿

そ
の
た
め
、
制
閉
鎖
幾
総
数
回
R

H
H

鋭
意
努
力
を
議
ね
て
お
守
ま

す
が
‘
を
お
一
段
、
時
輪
開
践
を
綴

隠
し
、
事
務
を
官
盟
十
立
か
っ
沼
山
晴
閣

に
執
行
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

2 

人
に
つ
い
て
、
夜
が
災
慾
総
長

を
行
な
っ
て
お
り
、
十
月
下
旬

い
い
は
、
そ
的
実
態
が
柵
郎
総
で
き

る
悶
品
滋
し
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

務
総
務
に
お
い
て
剤
師
税
す
べ
く

事
務
を
滋
め
て
い
お
り
ま
す
。
題

定
資
産
税
、
と
〈
仁
、
家
擦
の

課
税
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民

税
問
臨
時
、
そ
の
畿
税
務
体
内
紛

欄
怖
と
込
途
を
家
自
撮
朝
間
盗
に
よ
る

滋
税
制
伊
加
税
率
的
問
な
問
題
で
あ
り

ま
す
捻
そ
こ
で
、
現
布
、
仲
間
お

開
市
陥
崎
市
川
一
務
総
資
と
合
せ
て
.

米
朝
貯
矯
家
威
内
総
則
怖
を
行
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
が
、

九
月
末
に
は
そ
の
災
総
が
燃
山
献

で
き
る
見
過
し
で
込
守
ま
す
e

米
終
棉
山
家
制
臨
時
記
擦
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
市
の
組
織
を
フ

ル
に
滋
悶
摘
し
、
祭
会
な
る
抱
間
関

に
つ
と
め
て
ま
い
る
考
え
で
あ

号
ま
す
。
補
慨
に
、
そ
れ
に
伴
、
ヲ

罰
貯
掘
削
事
務
を
潟
淡
に
M
弛
緩
す
る

た
め
、
事
務
制
惜
別
措
的
改
務
主
総

郊
と
的
協
カ
体
制
桝
を
開
闘
っ
て
い

る
と
よ
ろ
で
あ

9
ま
す
。

な
お
、
公
平
な
る
徴
収
を
凶

る
た
め
に
、
こ
時
五
月
か
ら
約

制
税
制
相
絞
惑
に
よ
る
畑
地
問
附
制
相
談
と

巡
問
問
後
相
執
を
行
な
っ
て
お
号
ま

す
が
、
さ
ら
に
徴
収
災
同
酬
を
上

げ
る
た
め
に
は
‘
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
蜘
醐
戸
徴
収
に
も
致
点
を

ね
器
、
徹
底
し
た
滞
納
則
的
監
磯
と

徴
収
総
絞
め
向
上
に
努
め
て
ま

い
る
考
之
で
あ
号
ま
す

E

さ
ら

に
.
約
絞
殺
緩
総
合
的
結
成
を

積
極
的
問
に
務
湖
特
‘
燃
料
刊
し
、
こ

れ
が
拡
充
育
成
に
あ
た
っ
て
ま

い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
e

い
ヴ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
市
山

総
N
M
m
行
政
丹
後
幹
を
成
す
も
め

で
あ
る
ニ
と
に
か
ん
が
み
‘
以

上
述
べ
ま
し
た
よ
う
を
対
策
を

講
ヒ
つ
つ
、
京
市
絞
め
徴
収
縦
係

に
努
力
を
お
し
ま
な
い
併
存
で

あ
り
ま
す
。

ご
老
人
に

い
こ
い
の
場
を

お
初
予
幹
部
に
お
い
て
議
査

設
計
委
託
科
を
鈴
上
、
議
会
的

こ
承
認
を
い
た
だ
い
て
お
リ
ま

す
が
、

g
十
併
を
奄
そ
し
て
状
線

子
市
を
こ
こ
ま
で
発
咲
き
せ
た

以
た
も
の
先
拍
車
で
も
あ
る
ご
恋

人
的
級
品
ん
に
、
せ
め
て
我
孫

子
に
仲
間
ん
で
良
か
っ
た
と
忍
い

か
え
し
て
い
た
だ
く
た
め
じ
は
、

一
日
も
早
く
若
人
総
絞
セ
ン
タ

ー
を
建
設
す
る
事
}
と
w

}

そ
急
務

と
湾
、
ぇ
、
予
算
措
期
一
止
を
州
制
緩
い

た
し
た
次
第
一
で
あ
リ
ま
す
。
ニ

ン
タ
ー
は
、
・
中

大
集
会
場
を

め

が

あ

り

ま

す

@

波

地

域

を

今

間

関

取

儀

作

h
M
肌凶械に

柏
村
に
、
前
監
描
畑
中
訂
崩
聞
に
お
け
る
縦
入
す
る
こ
と
は
‘
時
期
尚
早

織
隊
総
絞
殺
の
線
引
き
に
つ
い
で
あ
る
と
の
こ
と
で
ご
き
い
ま

て
は
‘
…
緩
め
綴
畿
が
伴
う
も
し
た
a

ニ
れ
に
そ
っ
て
一
部
絡

め
と
悠
い
ま
す
が
‘
終
業
サ
イ
一
止
を
行
な
い
、
じ
月
十
川
間
口
口
か

ド
か
ら
み
た
必
凝
倹
ば
か
号
で
ら
再
度
縦
際
金
州
側
て
、
そ
の
後

な
〈
、
土
地
資
制
附
的
介
線
的
別
総
意
見
舎
を
め
ぐ
り
議
緩
も
鵬
聴
い
打

線
と
い
う
生
態
学
的
町
制
概
ぶ
か
ら
、
い
た
し
ま
し
た
が
、
八
月
コ
!

終

縁

談

興

地

畿

の

繋

備

に

勝

地

域

的

自

然

的

条

件

主

余

波

斜

九

日

内

線

抑

制

中

市

計

百

問

地

方

察

側

附

す

る

淡

惨

仁

義

〈

農

娠

池

滅

的

機

的

状

況

等

を

J
e

分
に
苓
時
障
す
会
で
本
総
さ
れ
、
今
月
十
川
即
日

搭

{

砲

に

つ

い

て

は

、

昭

和

制

刷

出

!

る

と

と

も

に

、

都

市

計

額

と

の

の

務

総

を

も

っ

て

総

行

き

れ

る

八

年

む

開

月

十

七

野

村

子

繋

集

合

調

和

金

綴

号

、

絞

っ

、

市

町

恭

ニ

と

と

な

冷

ま

し

た

。

示

第

五

六

川

悶

努

告

も

っ

て

、

校

本

雄

明

細

部

品

川

議

念

に

約

し

た

計

図

滋

開

出

教

育

文

化

都

市

我

孫

子

孫

子

ゴ

ル

フ

講

を

臨

怖

く

一

一

市

街

化

申

草

案

を

つ

く

る

考

之

で

あ

り

ま

を

め

ざ

し

、

自

然

と

災

訓

刊

の

と

斜

整

区

域

全

域

指

複

を

う

け

、

す

。

れ

た

都

市

づ

く

り

を

す

る

た

め

そ

肉

祭

儀

弘

前

回

開

を

策

定

す

ベ

〈

・

!

的

基

怒

が

、

こ

札

に

よ

り

綴

係

書

主

め

て

お

り

ま

す

。

腕

噂

金

噛

強

力

実

送

容

れ

た

こ

と

は

.

主

的

将

来

議官勾じ
L
f
~
及
品
H

耐
力

V
C
宇
和
計
一

今
後
、
鷺
義
務
ご
と
に
鋭

j
-
J
仁
-
-
j
1
;
a
十

争

に

聞

か

る

い

淡

笠

が

銅

け

た

も

芸

品

叙

旬

、

蜘

季

語

雲

間

劉

教

育

文

化

都

市

を

め

さ

す

?

与

え

て

お

り

ま

す

0
2、

を

実

怯

時

、

地

域

幾

家

的

凝

血

(

方

こ

の

料

制

緩

時

期

総

銭

円

決

議

開

闘

は

も

山
刊
を
定
め
る
綴
織
対
制
内
務
磯
山
賞
用
途
地
域
滋
泳
、
じ
汀
一
一
日
ま
し
た
が
‘
七
河
川

U

口
県
都
中
巾
来
る
L
2
H
け
上
旬
ご
ろ
ま
モ
に
は

科
等
師
策
定
を
行
な
っ
て
ま
い
伐
係
チ
車
線
索
引
刑
制
問
機
川
崎
ム
拾
に
計
一
間
同
地
方
議
議
会
に
お
い
て
、
在
家
庭
に
配
布
叩
い
た

I
ま
す
@

り
ま
す
が
、
昔
前
側
樹
蹴
出
問
日
服
部
市
川
お
い
て
原
案
ど
お
リ
検
総
事
れ
家
念
、
組
ハ
入
、
日
本
帥
刷
所
持
議
(
次
サ
へ
つ
づ
く
〉

霊
議
一
歪
蚕
室
忽
主
泰
弘
一
2
5
一
三
亘
書
拘
置
総
量
包
装
司
法
活
謹
一
表
祭
祭
送
接
送
翠
工
芝
公
友
歪
義
さ
宣
言
一
一
2
2
3
霊
祭
霊
之
審
議
妥
祭
蕊
祭
塗
篭
さ
議
室
5
2
高
歪
三
芸
己
Z
Z
2
5
云
冨
量
乞
昌
忽
お
器
管
祭
器
委
設
委
袋
詰
築
笠
筆
盆

azzs“一泊三一=一五一一誌三
ES--g霊祭認証一一後一喜一言副委

一
…
、
地
中
添
削
判
に
支
給
さ
れ
る
滋
品
開
く
〉
物
昨
年
金
昨
年
的
総
が
.
敏
人
・

後
給
与
合
的
縦
が
穿
人
u

家
及
、
戦
後
品
科
的
父
母
等
仁
村
す
鱗
蹴
倒
的
制
組
と
制
内
相
聞
に
山
引
上
げ

誠
仁
支
給
き
れ
る
遺
族
学
金
る
特
別
紛
糾
円
令
に
つ
い
て
。
ら
れ
ま
す
。

と
同
額
に
計
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ω凶
山
間
約
数
崎
将
掛
川
判
継
が
終
つ
一
一
、
同
日
惑
い
事
後
ゅ
の
本
制
州
場
予
λ

三
、
自
撃
事
委
中
的
本
然
絡
で
た
戦
没
品
引
の
父
録
制
ザ
に
改
め
勤
務
に
酬
問
透
し
て
州
内
向
怖
に
か

勤
務
に
開
室
し
て
淀
む
し
た
て
一
二
十
万
史
的
思
符
令
か
り
、
現
に
第
五
紋
後

U
上

文
育
・
間
半
終
及
び
冊
中
甲
車
問
判
的
が
五
稔
さ
れ
ま
す
。
的
関
終
が
あ
る
文
{
員
マ
…
磯
館
料

淡
淡
い
い
撲
を
世
及
川
日
泣
絞
い

T

公
平
償
還
無
利
子
一
見
川
)
投
日
山
車
中
車
問
特
で
あ
っ
た
棋
刊
に

体
問
診
告
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
的
抽
次
円
卓
需
に
柏
村
判
明
仇
桁
付
金
(
州
開
幾
年
金
等
が
支
給
さ
れ
ま

十
万
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
舗
す
。

問
問
、
終
没
者
絡
の
お
じ
対
す
る
イ
、
附
削
初
出
門
十
七
年
遺
族
援
州
、
戦
耐
内
務
品
科
特
付
制
制
緩
護
法
に

特

別

給

付

余

に

つ

い

て

誠

絞

め

波

紋

に

よ

り

滋

終

年

つ

い

て

a

ω国
債
の
教
的
枠
借
間
後
が
終
っ
金
等
の
受
総
称
附
を
ふ
符
す
る
ニ
山
W
E
禁
事
変
中
的
本
制
作
惨
で

た
戦
没
者
円
安
に
改
め
て

λ

と
に
を
っ
た
収
没
品
刊
の
父
滋
齢
制
務
に
附
同
捜
し
て
加
問
拙
明
い
い
か

十

万

閉

口

の

壮

村

総

給

付

金

が

交

得

。

和

ぬ

ze¥

現
に
第
五
叫
私
自
協
同
以
ふ

品
利
害
れ
ま
す
e

門
ぺ
開
削
釦
刊
川
間
十
二
年
削
出
円
月
一
昨
隊
官
官
が
あ
る
文
窓
¢
家
財
制

〈
ト
ネ
附
制
緩
無
利
子
日
間
偵
)
門
nN以
後
に
死
亡
し
た
者
向
父
放
ぴ
熱
療
認
で
あ
っ
た
品
剰
に

紛
次
的
殺
に
特
別
給
付
金
(
母
等
・
と
し
て
公
務
扶
時
間
創
刊
、
戦
術
開
病
弱
チ
制
慌
が
交
品
問
き
れ

一
一
十
万
円
)
が
ゆ
沌
仲
間
さ
れ
ま
遺
族
年
金
等
的
受
帆
問
機
を
有
ま
す
。

す

。

す

る

こ

と

に

な

っ

た

戦

没

将

紛

長

銭

入

隊

総

務

に

支

給

さ

ァ

、

昭

和

也

ト

七

年

波

知

税

制

械

の

父

母

等

移

れ

る

療

養

予

当

が

川

悶

十

八

年

減

法

的

改

互

に

よ

リ

遺

体

桝

年

間

関

向

円

分

か

ら

六

千

一

一

一

g
m門に

恥

脱

線

的

受

給

権

を

有

す

る

こ

楠

明

町

閉

会

れ

ま

す

え

現

行

五

千

と

に

な

勺

た

戦

没

者

の

姿

。

ゑ

小

川

内

)

口

、

開

明

制

刊

一

一

…

十

八

年

凶

月

一

友

、

戦

向

術

品

制

的

姿

に

対

才

る

口M
N
以

後

に

師

同

十

い

し

た

義

的

安

特

別

紛

糾

間

余

に

つ

い

て

。

と

し

て

公

務

扶

助

料

、

滋

淡

昭

和

州

四

十

む

年

神

地

後

後

滋

法

年

金

等

の

受

給

此

鳴

を

ふ

脅

す

高

的

改

正

に

よ

号

脇

陣

綴

年

会

等

こ

と

に

な

っ

た

戦

没

発

丹

市

惜

。

を

受

け

た

戦

傷

病

点

刊

の

幾

に

〈

恥

戦

傷

病

狩

鳩

守

的

支

に

対

す

務

総

給

付

金

が

支

肱

輔

さ

れ

ま

る

特

別

給

付

金

的

受

給

者

は

す

e

は
じ
め
、
相
相
談
室
、
教
義
袋
、

槻
明
後
袋
、
期
四
女
浴
室
等
を
そ
主

え
‘
将
棋
小
は
、
タ
ワ
ー
ン
セ
ン

タ
i
の
余
熱
を
利
矧
し
、
母
体

脇
陣
務
者
約
東
生
施
設
を
も
鈴
殺

す
る
符
え
で
あ
り
ま
す
e

農
議
繊
縮
問
地
域
整
備
計
一
階

農
家
部
海
ご
と
に
説
明
舎
を

連

族

関

イ系

一
、
逃
務
年
余
等
が
め
総
に
な

り
ま
す

G

側
内
・
遺
族
年
金
は
，
組
悦
品
村
v
…

十
州
問
万
附
か
ら
二
十
'
九
万
六

千
抑
制
仰
に
な
号
ま
す
。

と
し
て
、
急
激
に
宅
地
闘
開
発
が

滋
お
な
か
で
、
金
績
の
安
定
的
問

然
休
刊
と
い
う
飽
然
約
使
命
と
宅

巻
町
繋
轍
酬
に
応
え
な
が
ら
、
生

産
性
的
潟
い
蜘
機
器
湘
絞
殺
を
築
現

し
、
維
持
し
て
い
く
と
い
う
ニ

と
は
、
非
常
に
む
づ
か
し
い
も

戦
協
病
者
関
保

一
、
機
幾
年
金
絡
が
増
額
に
な

り
ま
す
a守

例
:
・
出
陣
宝
宵
年
金
〈
融
粥
…
酬
明
後
)

は
現
行
い
臼
側
関
万
閉
門
か
ら
対
二

十
八
万
三
子
同
門
に
な
り
ま
す
's

融
中
策
絡
に
支
給
さ
れ
る
燦

恩
給
法
も
改
正

一
、
旧
軍
人
等
丹
波
絵
、
鉄
燃

料
が
酬
明
額
さ
わ
れ
ま
す
e

削
川
:
公
務
絞
貼
抑
制
特
〈
出
血
育
的
場

合
〉
湖
明
行
一
一
十
回
万
円
か
ら

ユ
十
九
日
々
六
千
百
六
十
円
に

府
間
療
関
品
総
〈
線
六
機
症
の
描
唱

和
棚
田
品
終
的
機
会
~
滋
行
一
一
一
十

万
二
千
m
門
か
ら
。
一
一
十
七
起
こ

子
同
に
、
普
通
関
脇
品
開
〈
荻
燃

年
十
二
年
七
十
歳
以
上
内
移

織
的
場
合

)
f
一
h
凶日
H
m門

あ
ら
十
一
お
い
H
約
千
削
出

U
m門に

そ
れ
ぞ
れ
仏
れ
よ
げ
ら
れ
ま
す
。

二
、
町
田
中
車
人
線
的
加
算
年
内
金

持
制
計
算
へ
的
弊
入
門
い
つ
い
て
。

災
姦
職
年
に
加
算
年
金
制
服
え

て
十
一
一
…
年
以
上
に
な
る
殺
の

う
ち
お
十
歳
以
王
持
者
と
鯵

災孫子お民号が

車工事案の鋭機へ行く

10月48、悠疑者と携に露呈;告の花束を

受け、市災号以努力民事ま 410~ を乗せて

-~甚紅葉的幸運幹事ヘ向いました。 1皐月 5

吾、?と銭iこ慾まれた楽しめ書長から、み

ん幸子主量売に綴 t)まLた。

856 

費支衛隊パレードも

盛大に行なわれる

IOfll目、市!大i内 3獣{我孫子・湖

北.:/智f主的条悪臭}から、-，j、・機えとお

西小・ 4皆{長'1、約お友だちが7百合{I:f予選

L 、総務からたくさん4喜子を去をけまし

た。

泌
総
J
A
成
品
市
品
加
品
制
的
闇
品
位
相
及
び

妻
子
と
む
十
品
輪
以
上
丹
父
母
占

的
扶
助
料
品
判
持
制
緩
は
、
問
問
十

八
年
l
汚
か
ら
線
終
年
金
恩

給
制
聞
に
算
入
え
れ
ま
す
a

公
務
校
時
抑
制
作
に
つ
い
て
は
、

そ
幹
線
没
者
向
軍
人
夜
毅
年

が
‘
災
絞
殺
年
に
加
算
与
を

制
服
去
、
兵
及
び
下
士
官
H
H

十

八
年
以
上
、
縁
側
制
は
十
七
字
、

少
尉
は
十
六
卒
以
ト
ん
あ
る
畿

で
な
い
と
二
十
九
日
刀
六
千
百

六
十
例
以
上
に
寺
り
ま
せ
ん

の
で
怒
払
相
手
帽
聞
は
協
議
さ
れ

ま
せ
ん
e

詳
し
い
こ
と
は
、
我
縫
子
士
市

役
所
厚
生
漆
に
お
開
問
い
合
わ

せ
下
き
U
。

従
話
八
二

i
一
…
申
立
一

山
内
線
ご
同
日
一
一
一
及
び
一
一
州
四
五
へ



事
前
調
査
は
十
月
二
十
七
日
か
ら

一
計
四
組
制
織
は
社
会
文
化
的
向
必

に
と
も
な
い
、
似
た
ち
の
日
強

致
活
に
お
け
る
健
康
管
護
、
〈

ら
し
の
合
議
化
、
科
教
化
、
と

よ
う
す
な
貿
物
全
ど
に
か
か
せ

を
い
も
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
…
浸
か
ら
…
一
一
十
日
ま

?
の
…
ヶ
月
織
を
料
川
口
胤
強
潟
月

間
と
定
め
、
耐
附
印
円
・
病
院
・
学

校
・
工
場
'
そ
の
後
疑
問
取
引

一
き
に
使
回
附
し
て
い
る
ば
か

η
を

一
対
象
に
島
波
紋
検
査
が
行
な
わ
れ

一
ま
す
め
で
、
調
間
交
蹴
舟
が
が
部
門
い

一
し
ま
し
た
ち
ょ
ろ
し
く
ご
協
力

一
く
ど
き
い
硲

一
自
制
組
は
次
め
世
宮
内
と
お
号
で

」
す
。V

計
鵬
胤
捕
時
隠
指
導

十
一
湾
中
五
円
口
・
ム
ハ
誌
の
一
一
日

開
問
、
市
内
縁
者
を
中
心
に
叫
付
制
緩

農
業
ま

日
月
間
関
か
ら

48. 10. 16 

ぷ
判
孫
子
市
臨
輪
後
ま
つ
り
」

は
、
市
出
向
で
命
中
核
き
れ
た
終
滋

血栓持制ーを俊一不
L
て
、
ゎ
巾
M

代
的
み

な
さ
ん
に
市
的
災
都
品
を
広
〈
知

っ
て
い
た
だ
〈
ニ
と
を
日
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

十
一
日
月
十
段
か
ら
十
一
一
日
ま

で
第
一
小
教
校
講
師
堂
に
お
い
て

問
機
い
だ

L
ま
す
の
で
ご
来
館

〈
だ
さ
い
。

TJ-議
V

十
一
月
十
廷
〈
ム
ヱ
叩
〉

。
午
却
問
九
時
か
ら
十
二
時
ま
柄
、

出
品
絡
め
受
付

。
午
後
一
誇
か
ら
気
持
ま
で

出
品
物
的
繁
袋

合
に
よ
る
巡
回
指
導
を
行
な
い

ま
す
怠

wv
事
前
隣
家

物
品
附
期
総
査
の
容
体
金
制
也
捕
略
す

る
た
め
、
十
月
二
十
七
日
か
ら

ト
一
月
凶
日
ま
で
世
帯
時
間
繍
殺
を

行
な
い
ま
す
。

取
引
き
に
後
胤
き
れ
て
い
る

計
縁
談
を
対
象
に
、
市
紬
料
開
角
が

総
総
裁
査
一
を
行
な
い
ま
す
，

V
定
綴
検
査

日
開
税
淡
は
別
表
の
と
お
り

楠
付
拳
す
る
も
め
は
、
ば
か
り
、

印
後
、
川
剖
腕
駄
務
的
地
制
刑
検
査
欄
倒
官
就

表
{
務
総
務
査
の
絡
に
隊
布
)
、

検
塗
料
法
一
お
に
つ
き
一
一
十
m
門

'se
間出ぃ臼悶

鞠
品
討
量
競
技
大
会

割
引
髭
器
{
ハ
カ
リ
)
を
扱
っ

て
い
る
人
的
技
能
向
上
を
よ
れ
ツ

滋
め
る
た
め
碕
ぷ
針
綴
競
技
大

会
が
然
か
れ
ま
す
。

va時
十

一

月

i
一w
一
段
〈
火
〉

切フ

り
小
講
堂
で

V
十
一
月
十
一
段
{
臼
}

。
午
務
九
時
‘
か
ら
午
後
以
降
ま

で
山
尚
品
物
的
波
数
・
夕
、
加
問
H
ク

ラ
ブ
に
よ
る
枇
村
光
会

。
午
後
一
時
か
ら
農
業
絞
殺
者

に
よ
る
講
演

l
翁
絞
セ
ン
タ

四v
十
…
月
+
ニ
口
叫
〈
月
〉

O
午
前
前
九
時
か
ら
十
二
時
吋
ま
舶
、

山
同
級
絞
め
郎
売
予
約

。
午
後
一
持
か
ら
み
時
ま
で

授
賞
式
・
予
約
品
売
神
惜
し

。
午
線
九
時
か
ら
午
後
気
持
ま

で
附
四
円
ロ
ク
ラ
ブ
特
売
会

午
前
ト
時
吋

V
蝿
噛
吋
附
チ
祭
出
府
中
小
水
府
議
会

総
五
階
(
千
薬
取
千
曜
版
品
世
山
悶
)

V
申
込
み
期
間
H

A

2

月
米
告

V
申
込
み
方
法
荷
役
務
総
済

振
興
端
緒
{
山
出
場
申
込
み
削
附
枇
棋

が
品
り
ま
す
)

く
わ
し
く
は
絞
消
料
配
車
ハ
課
ま

で
お
例
制
会
ぞ
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
よ
う
に

ゴ
ミ
戦
争
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
‘
転
た
ら
の
ゑ
品
開
に
は
ゴ
ミ

が
い
っ
ぱ
い
で
す
，

小
巾
は
宅
決
め
ら
れ
た
日
と
決

め
ら
れ
た
場
品
川
に
議
く
よ
う
に

お
綴
い
し
て
い
ま
す
が
、
…
郊

の
心
繁
い
人
々
に
よ
っ
て
、
ゴ

ミ
は
一
持
潟
、
山
林
、
遊
路
、
窓

越
な
ど
不
沖
院
に
投
て
ら
れ
る
な

ど
‘
生
添
田
明
嶋
唱
が
帥
問
機
さ
れ
て

お
れ
ソ
ま
す
。

絶
対
に
ゴ
ミ
を
鈴
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
余
織
を
管
制
担
し
て
い

る
労
も
、
プ
ミ
を
捨
て
な
い
環

域
づ
く
り
'
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

者
噌
栄
蟻
士
会

品
晴
樹
税
金
的
資
絡
を
も
ち
な
が

ら
絡
婚
地
事
mM先
導
で
品
協
事
を
・
中

齢
し
て
い
る
t
n
H
H
在
宅
品
取
議
士

会
い
い
入
金
し
て
み
ま
せ
ん
か
・

麓
神
障
害
者
を

持
つ
家
践
の
方
ヘ

今
年
の
五
只
仁
、
砧
倒
的
附
紬
階
級

と
抑
的
出
口
の
知
明
石
崎
明
脚
慨
が
協
力
し

て
組
問
神
隊
車
問
繰
り
家
族
か
ら
械
情

成
さ
れ
て
い
る
「
み
ど
り
ム
脅
し

削
れ
脚
柏
市
叫
し
ま
し
た
珍

近
年
H
M
郎
防
学
、
楽
学
的
務
し

い
滋
品
引
か
ら
、
精
神
織
も
決
し

て
訳
書
治
的
病
気
で
は
な
〈
、
正

し
い
充
分
な
隊
療
と
、
家
紋
お

よ
び
役
会
的
川
怖
か
い
綴
鮮
と
時
間

カ
が
あ
れ
ば
立
派
に
治
癒
し
‘

社
会
問
問
織
も
得
議
で
あ
る
ψ

w

と

が
材
紙
附
判
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ニ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
私
逮

共
通
の
地
抑
制
湘
を
体
験
し
て
い
る

索
後
か
ぬ
山
崎
ご
と
に
料
相
官
宵

η

裁
時
間
と
川
市
篠
山
取
を
強
〈
し
て
‘

正
し
い
柿
聞
神
衛
生
に
つ
い
て
学

ぷ
と
共
に
、
社
会
い
い
付
し
て
時
制

拙
押
新
生
め
緑
樹
叫
を
品
普
及
し
た
い

こ
師
会
合
滋
ヒ
.
て
お
笈
い
内

総
力
的
開
発
と
こ
れ
か
ら
的
仕

療
の
方
向
な
ど
を
考
え
て
ゆ
き

た
い
と
緩
い
ま
守
。

十
一
汚
か
ら
緩
尉
弘
文
指
導
を

ね
咋
噛
増
水
限
付
口
仁
予
定
し
て
い
ま

す
。
入
会
な
ど
詳
し
い
と
主
は

政
紀
へ
お
閥
会
わ
せ
く
だ
さ
い
。

@
悶
震
予
代
子
湘
関
誌
ム
口
近
め

i
一
…
め
ト
七
(
府
批
)
九
八
!

…
ぷ
ハ
〉
三
九

@
浅
野
保
子
制
尚
北
ム
日

T

主的………

の
ヤ
為
(
震
)
八
八

i
七
二
一

五郵
領
局
職
員
募
集

耐
蹄
後
四
時
で
は
次
の
と
お
号
外

務
殺
気
を
募
接
し
て
い
去
す
，

V
応
世
骨
組
前
抽
柑

。
創
側
附
間
外
務

i
十
五
歳
以
上
三

十
五
故
以
下
的
勢
子

自
然
残
外
務
!
十
八
級
以
上
コ
一

十
五
歳
以
下
的
努
子

曹
募
集
綴
雌
明
り

制
哨
如
刊
削
悶
十
八
年
十
二
月
一
一
!
?

五
詰
ま
で

喝 v喝事V 苅グ、-.よ喜安 司，

で十二埋ま絡事者 SL釘!手詩 U'O内主襲午問符り J手心、 ，，'、 ゆ{涯く R日試
司~ )'j 1i.言語込用子殺談検 t両容統的時持l.fll様車道 :ど! へ主審わ干u事実
込二二-l.;o.;r，..iま王室長長 重量吾11 卜 〈絞を子持 買高諮 問 LR時総
み十 凶*子主青島増 幸吉 xG')始 i努 i‘だをお需主 イコご い'詰よいト
く瓦 七 三三院は 来線!日'Jf長 I き行終息 滋票差 合)五二九
万日 ω 綿iTi監m に 診 縫 ト ) ' j い な % を 二バ わ八1::lf'
きま |傑 n互設?寄 っ斤一一。い的心、 V.J せごこは…

九三 三塁高警護 言葉空 時 15z寺本祭 L1a霊空
室鼠事5喜 芳三官2雲表 三雪量I
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ま 家藤誠査に t 
g ご協力を 主

主 新築{織改築も含む}菩れた +-
争 方についで昭和総.1f:皮肉限定資 t ~ 
室 長室絞算定的ためのきま際競売を、 主主

品 現在行なっております t~ 

~ ..銅 線 10月21お(日 it 市役所峨校総制面談効潟が ~ ~ 
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と
絞
っ
て
い
ま
す
a

み
な
さ
ん
の
ご
入
金
を
お
綴

い
し
ま
す
。

ご
品
相
認
め
+
々
は
み
ど
が
ツ
会
事

務
幽
坤
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
る
か
、

次
間
四
円
然
食
に
蛮
接
山
山
静
即
し
て

く
だ
き
い
。

品
問
み
ど
り
品
常
務
務
局

仏間浴品開
w

一
九
五
牧
師
陣
帥
間
引
附

山
川
電
話

υ州
問
じ
一
{
」
九
七
)

一
二
忍
一
九
l
八

品
悼
み
ピ
り
会
会
長
上
間
関
ん
雨
時

品
刺
市
今
谷
上
前
町
二
円
以

l
一
。

篭
議
ハ
〉
州
悶
じ
一
(
ぃ
ハ

h

ハ)
h

A

六
点
三

V
夜
間
の
間
開
会
は

日
臨
時
十
月
二
十
七
母
〈
ホ
ν

午
後
二
帥
吋
i
閥
均

地
咽
}
前
線
一
布
哨
刑
務
女
子
開
放

融
制
後

我磯子噂報竜話局が i 

局舎へ移転 j 

守主婦子絡め交換霊堂織

の余力が、わずかとな

り、書守合をI強攻室長して、

託生備を機長立するこ止 に

なりま Lたa

このため、す言葉窓日

を10Ii 8 Bより、!日捺

一小学校野へ移絞しま

した。

857 



A
Y
相
?
の
我
孫
子
布
文
化
祭
の

瞥世帯蜘鵬酬額

市
内
容
摘
す
出
削
・
洋
鋒
・
由
民
舞

民
州
側
・
紬
紳
時
均
等

と
き
、
十
月
二
十
八
詰
〈
H

口
)

午
時
間
す
脇
町
1
午
後
川
間

待
=
一
十
分

と
こ
ろ
第
四
小
学
校

f匙

に
ど
う
ぞ

甲
務
花
腐

と
き
十
一
月
一

g
s十
一

日
同
町
T
的
関
九
時
か
ら

と
こ
ろ

我
孫
子
1
八
城
神
社

湖
北
i
t
i
開帆蛸削

軍
綴
の
会
{
室
生
滅
)

品
開
削
悶
舶
楠
品
位
e

液
晶
祉
・
ム
ヱ
蜘
制
・

ム
次
郎
総
・
官
歯
土
太
鼓

と
き
十
一
日
丹
十
…
日
制
(
日
)

と
こ
ろ
中
央
公
民
総

事
官
級
当
沼
参
加
欽
泌

晴
雄
時
相
究
室
生
流
諮
品
開
会

小
太
刀
治
綾

寿
一
附
出

irE

八一一
383333339

ゴ
一
六
五
一
二

由
申
込
先

…
エ
夜
・
袋
一
挙
総
一
線

各
一
句
ず
つ

「
我
孫
子
」
発
行

務
総
谷
開
明

我
綿
子
一
…
五
六
一

八
二

i
O九
…
一
説

(
持
臨
記
ヤ
氏
名
・

年
令
開
明
認
の
上
潮
判

滋
)

i
i
j
 

数
多
い
人
々
の
善
意
向
心
で
、
線

機
な
人
哨
絡
に
綴
い
を
与
え
て
、
同
明
る

い
投
入
習
を
然
り
ま
し
ょ
う
"

叙
曲
倒
的
郎
両
綴
荻
金
は
、
お
か
げ
き

ま
で
次
の
よ

3
に
綴
ま
号
、
共
同
開
募

金
に
寄
付
き
れ
ま
し
た
@

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
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